熊本地震による被害調査
このたび熊有研では、被災された有機農業関係者、消費者への支援につなげられるよう自らの資金で支援のための基金を立ち上げました。個々人への直接的な支援は難しいかと思われますが、具体策の検討を進めるにあたり、まずは皆さんの被災状況把握のため以下の調査を行うこととしました。大変な中とは思いますが、よろしくご協力のほどお願い申し上げます。
地域《　　　　　　　　　　》　氏名《　　　　　　　　　　　　　》
１．熊本地震による被害がありましたか？ 〈　はい　・　いいえ　〉
２．「１．」で「はい」とお答えの方にお尋ねします。
それはどういった被害ですか？ あてはまる番号を丸で囲み、その横に具体的な被害の様子、わかればおおよその被害額（もしくは修復に要する費用等）を記載下さい。
	あてはまる番号を丸で囲んでください
	具体的な状況
	被害・修復費用等

	自宅
	１－①
	住める
	

	

	
	１－②
	住めない
	

	

	
	１－③
	その他
	

	

	農地
	２－①
	亀裂が入った
	

	

	
	２－②
	農地が一部崩れた
	

	（おおよその面積）

	
	２－③
	農地に土砂が入った
	

	

	
	２－④
	水路が損壊した
	

	

	
	２－⑤
	その他
	

	

	施設
	３－①
	納屋が破損した
	

	

	
	３－②
	出荷場が破損した
	

	

	
	３－③
	ハウスが破損した
	

	

	
	３－④
	農業機械が破損した
	

	

	
	３－⑤
	事務所・事務機器が破損した
	

	

	施設
	３－⑥
	加工場および機械が破損した
	

	

	
	３－⑦
	水の供給施設が動かなくなった
	

	

	
	３－⑧
	その他
	

	

	作物
	４－①
	収量が減った
	

	

	
	４－②
	人手不足で収穫できなかった
	

	

	
	４－③
	物流が止まり出荷できなかった
	

	

	
	４－④
	今後の植え付けができない
	

	

	
	４－⑤
	適期作業ができない等農作業の遅れが発生した
	
	

	
	４－⑥
	その他
	

	

	その他
	５－①
	
	
	


３．今、必要な支援があれば教えてください。具体的な被害がなかった方もお答えください。
（例：後片付けの人手、植え付け作業の労働力、○○用物資、○○に使う支援金等）



４．出荷先・仕入先・委託先等に被害があれば、教えてください。
	被害があった個人・団体等の名称
	住所（地域）
	連絡先（電話番号等）

	

	
	


· 被害の内容、様子もわかれば、記載下さい。


５．その他、訴えたいことがあれば何でもお書き下さい。（例：車中泊によるストレスの蓄積、先行き不安、精神的負担による体調不良等）


ご協力、ありがとうございました。ファックスかメールでお送りください。
特定非営利活動法人 熊本県有機農業研究会事務局　FAX/096-223-6772
